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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学的等方性材料からなる透明基板と、
　前記透明基板の上面に設けられたものであって、互いに垂直な第１偏光成分及び第２偏
光成分に対して異なる屈折率を有する異方性液晶ポリマー層と、
　前記透明基板の上面と前記異方性液晶ポリマー層との界面に形成されたものであって、
第１偏光成分の光は屈折または反射させ、第２偏光成分の光は透過させる偏光分離用の微
細構造と、
を備え、
　前記偏光分離用の微細構造の屈折率は、前記透明基板の屈折率と実質的に同じであり、
　前記異方性液晶ポリマー層の第１偏光成分に対する屈折率は、前記透明基板の屈折率よ
り高く、第２偏光成分に対する屈折率は、前記透明基板の屈折率と実質的に同じであるこ
とを特徴とする偏光導光板。
【請求項２】
　前記偏光分離用の微細構造は、複数の微細プリズムを均一な間隔に配列した微細プリズ
ムアレイであることを特徴とする請求項１に記載の偏光導光板。
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【請求項３】
　液晶配向用の微細構造が、前記透明基板の上面と前記異方性液晶ポリマー層との界面の
前記複数の微細プリズムの間にさらに形成されることを特徴とする請求項２に記載の偏光
導光板。
【請求項４】
　前記液晶配向用の微細構造が下部に形成された透明な上部層が、前記異方性液晶ポリマ
ー層の上面にさらに形成されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の偏
光導光板。
【請求項５】
　前記透明な上部層の屈折率は、前記異方性液晶ポリマー層の第１偏光成分に対する屈折
率より低いことを特徴とする請求項４に記載の偏光導光板。
【請求項６】
　光学的等方性材料からなる透明基板と、
　前記透明基板の側面の一の側に設けられたものであって、前記透明基板に前記側から入
射する光を所定角度の範囲以内にコリメーティングするコリメータと、
　前記透明基板の上面に設けられたものであって、互いに垂直な第１偏光成分及び第２偏
光成分に対して異なる屈折率を有する異方性液晶ポリマー層と、
　前記異方性液晶ポリマー層の上面に形成されたものであって、前記異方性液晶ポリマー
層の下面を通じて入射した光を外部に出射させる出光用微細構造と、
を備え、
　前記異方性液晶ポリマー層の第１偏光成分に対する屈折率がｎｅ、第２偏光成分に対す
る屈折率がｎｏ、前記基板の屈折率がｎｉとするとき、ｎｏ＜ｎｉ≦ｎｅである関係を満
足することを特徴とする偏光導光板。
【請求項７】
　前記出光用微細構造は、前記異方性液晶ポリマー層の上面に均一な間隔に形成された複
数の三角プリズムの形態であることを特徴とする請求項６に記載の偏光導光板。
【請求項８】
　前記液晶配向用の微細構造が、前記異方性液晶ポリマー層の上面にさらに形成されたこ
とを特徴とする請求項６または７に記載の偏光導光板。
【請求項９】
　前記出光用微細構造と、前記液晶配向用の微細構造とが下部に形成された透明な上部層
が、前記液晶ポリマー層の上面に設けられたことを特徴とする請求項６～８のいずれか１
項に記載の偏光導光板。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の偏光導光板と、
　前記偏光導光板の透明基板の側面の一の側に配置され、他の側に向かって光を放射する
ように配置された光源と、
　前記透明基板の側面の前記他の側に配置された反射ミラーと、
　前記透明基板と反射ミラーとの間に配置された偏光変換部材と、
を備えることを特徴とする平板表示装置用の照明装置。
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